ヴィリニュス・カウナス訪問記 by 小林 岳
早稲田大学高等学院研究年誌第61号　抜刷




















































































































































































































































































































































































































































































































































（５） Rudienė,Virginija, and　Vilma,Juozevičiūtė. The Museum of Genocide
Victims: A Guide to the Exhibitions. Vilnius: Museum of Genocide
Victims, 2006. Print.
⑳杉原千畝記念館の向かいに立つブナの木
―196―
（61）
（６） 渡辺勝正『真相・杉原ビザ』（大正出版、2000年）248頁の「カウナス日本領事
館見取り図（1939年当時）。また249頁に引用する杉原の外務大臣宛書簡に「防
諜に配慮して３階も借りる交渉」とあるが、そのまま３階にはリトアニアの民
間人が居住していたようである。これについては寿福滋『杉原千畝と命のビザ
―シベリアを越えて―』（サンライズ出版社、2007年）24頁に居住者の証言と
写真が掲載されている。
（７） カリブ海のオランダ領キュラソー島は税関もなく入国できることに着目し、キュ
ラソー行のビザの発給を決断した。ツバルティンディクはフィリップ電機会社
のカウナス駐在員であるが、1940年６月14日ラトビアのリーガに駐バルト三国
オランダ大使デッケルから在リトアニアオランダ名誉領事に任命された。杉原
記念館のパネル説明には少なくとも2345通の「キュラソー・ビザ」を発行した
とある。なおこの人物は、杉原と通過ビザ発行について協議した５人のユダヤ
人代表の一人である。
（８） 杉原幸子監修、渡辺勝正編著『決断・命のビザ』（大正出版、1996年）137頁、
295 ～ 296頁。
（９） 写真⑭は、杉原・渡辺前掲書注（8）149頁、写真⑮は渡辺前掲書注（6）53頁
より転載。
（10）「杉原千畝手記」による。原・渡辺前掲書注（8）154 ～ 155頁。
（11） 前掲注（6）（8）および杉原幸子『六千人の命のビザ（新版）』（大正出版、1994
年)、杉原誠四郎『杉原千畝と日本の外務省―杉原千畝はなぜ外務省を追われ
たか』（大正出版、1999年）、渡辺勝正『杉原千畝の悲劇―クレムリン文書は語る』
（大正出版、2006年）、白石仁章『諜報の天才―杉原千畝』 (新潮社、2011年）、
山田純大『命のビザを繋いだ男―小辻節三とユダヤ難民』（NHK出版、2013年）
白石仁章『杉原千畝―情報に賭けた外交官』 (新潮社、2015年）など。
（12） その時の緊迫した情況は「杉原千畝氏インタビューの内容」（敦賀ムゼウム発行）
に記されている。
附記　 小稿は2016年度特別研究期間助成費、早稲田大学特定課題研究助成費（2016K-
341）の研究成果の一部である。

